
  
                      
                                   
 
 

 

 
 

止まる ・ 見る ・ 待つ 
校長 緒方 健二 

 

色とりどりの鯉のぼりが気持ちよさそうに揺れています。大きさも色もそれぞ 

れ異なる鯉たちが、青空の中を仲良く泳ぐ様子は、西北小学校の元気な子ども

たちのようです。５月の爽やかな風に乗って、子どもたちの笑顔と活気がさらに

大きくひろがるよう、教職員一同見守ってまいります。 

  

新しい学年がスタートして１カ月が過ぎました。子どもたちは、新しいクラスや生活にも慣れて

きた様子で、元気な声が校内に響いています。しかし、この「慣れ」が出てくる５月は、１年の中で

も、特に交通事故への注意が必要な時期でもあります。登下校の様子を見ていると、友達との会

話に夢中になって広がって歩いてしまったり、角を曲がる際や道路を横断する際に、確認を怠っ

たりする姿が時折見受けられます。 

 

 警察庁データより 

 ○小学生の歩行中の死者・重傷者数は、年間を通じて５・６月がピークになる傾向がある。 

５月になると学校生活や通学路に「慣れ」が生じ、油断が生まれ、また、放課後に一人で出か

ける機会が増えることも要因と考えられる。 

 ○歩行中の交通事故死傷者数は、全年齢の中で７歳（小学 1 年生）が最も多くなっている。 

 ○歩行者に法令違反があるケースでは、「飛び出し」が約７割と圧倒的に多く、ついで「横断不

適当」となっている。 

 

 そこで、４月２７日の講話朝会において、子どもたちに「３つの約束」をお話しました。 

 

☑ 止まる ： 交差点や道路を横断する時、見通しの悪い角では、必ず一度止まる。 
☑ 見 る ： 右・左・そしてもう一度右を見て、車や自転車が来ないか確認する。 
☑ 待 つ ： 信号機が青になっても、車が完全に止まるまで待つ。 
 
 交通ルールを守ることは、自分の命を守ること、そして周囲の人の命を守ることにもつながりま

す。ご家庭でも、お子さんが遊びや習い事で出かける際や休日に一緒に外出される際などには、

機会を捉えて、具体的なお話をしていただければ幸いです。５月９日（土）には、引き渡し訓練が

予定されていますので、下校の際には、お子さんと一緒に通学路の安全について、再度確認をお

願いします。 
 
 保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より、登下校の見守り活動や立哨活動でご協力をいた

だき誠にありがとうございます。今後も、子どもたちが安全に、そして笑顔で登下校できるように、

温かい見守りをよろしくお願いします。 

学校経営方針 【みんなでつくる みんなの与野西北小学校】 
児童会スローガン【 せ・い・ほ・く だ・い・す・き 】 

【学校教育目標】 ◇みんなと協力する子（徳育） ◇自分の力で考える子（知育） 

◇心身ともに健康な子（体育） ◇人との関わりを大切にする子（響育） 
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